
国語科学習指導案
日 時 令和３年６月４日（金）第５校時

対 象 ２年 ３組 36 人
指導者 教 諭 小 笠 原 淳

１ 単元（教材）名 「漢詩の風景」（資料：石川忠久「漢詩の風景」光村図書 ２年）

２ 単元について

⑴ 教育的意義

現代社会における情報の高速化は著しく進み，情報端末もパソコンやスマートフォ

ン，タブレット，スマートウォッチなど多岐にわたる。そんな社会の情勢も踏まえ，

正しいＩＣＴ教育を意識したＧＩＧＡスクール構想も始まった。また，新型コロナウ

ィルスの影響により，密や接触を避けるために情報端末を用いたコミュニケーション

がより一般化し，オンライン上での言葉のやり取りは，子供たちにとっても今まで以

上に日常的な営みと化している。そのような環境で他者と言葉を交わす際には，対話

の文脈を捉え，相手の思いを受けとめ自分の思いを適切に表現することがますます重

要になると考えられる。そしてそのためには，根気強く対象と向き合い，理解できる

まで繰り返し文章を読んだり，自分の真意が伝わるまで何度も言葉を吟味したりする

態度が必要不可欠である。

漢文は，日常生活の中ではなじみが薄く，生徒が自分との距離感を抱きやすい教材

であるといえる。そこで，本単元では漢詩を口語自由詩にリライトするという活動を

位置付け，「ことばの力」を発揮し，文章を自分なりに受けとめて，自分の言葉で表

現しなおす機会を設けた。このような活動を通して，一見難解かつ自分とは関係がな

さそうに見えるものであっても，根気強く「読み」を繰り返していく態度を育み，そ

こに込められた思いや考えを受けとめて，自分の言葉で表現する力を付けさせたいと

考え，本単元を設定した。

⑵ 単元設定の視点

ア 生徒の実態から

本校の生徒は，学習に対する意識がとても高く，自分の力を向上させようとする

意欲が非常に強い。国語学習に関連したことでも，古典単語を自主的に学習したり，

多くの良書にふれるために読書に親しんだりし，積極的に知識を得ようとする姿が

ある。特に本学年の生徒は，韻文に触れる機会も多く，本学級の生徒も，詩句の解

釈をしたり，豊かに表現したりできる生徒も多い。しかし一方で，自分が作品を十

分捉えきれていなかったり，合理性に欠けたりしていると考え，自分の「読み」に

自信をもてない生徒もいる。また，自分の「読み」が初読で完結してしまい，自分

の捉え方を見直したり，文章や知識を見直したりすることに意欲的になれない生徒

も存在する。

そのような生徒の実態を踏まえ，本単元では，自分の「読み」を自分で再考しな

がら読み進めていくために，正しく漢詩を解釈し，句どうしの結びつきや関連を整

理したのち，合理性がある解釈として漢詩を捉え，相手に伝える活動を取り入れた。

具体的には，漢詩に表れた思いを口語自由詩という形で他者に伝える活動を行う。

漢詩は短い言葉の中に，作者の思いや情景が凝縮されている。その漢詩をただ訳を

するだけではなく，口語自由詩にすることで，内容を正確に捉えるだけではなく，

作者が描きたい情景をより深く考え，自分の言葉で表現することができる。このこ

とにより，漢詩を正確に捉えた「読み」を基にして，合理的に解釈するという，「読

むこと」の力の育成につながるとともに，漢詩の解釈をもとに創作を行うことで，

正確な根拠をもとに自分の考えを発信する経験にもつながる。この活動を通して，

捉えたり整理したりしながら自分の「読み」を調整し，自分の創作を見直すという

態度を身につけさせ，今後の学習への意欲のにも生かしていきたい。



イ 本校の研究内容との関連から

① 「学習を調整する視点」を取り入れた「受けとめる活動」の工夫

［教科論４⑴ア・イ］

本校国語科において，長年研究を行っている，作品を受けとめるための「構造

化」について，「学習を調整する視点」を用いながら，これを見直した。これま

での「構造化」は，文章を正しく受けとめると同時に，自分の解釈を合理的に行

い，「読み」を深めることを目指して取り組んできたものである。しかし，生徒

自身が「学習を調整する」ためには，どこまでが正しく捉えられているのか，ま

たどこからが自分の解釈であるかを明確に理解できている必要がある。もしその

捉えがなければ，自分の「読み」の間違いに気付き，再考につながらないことも

考えられる。

本単元においては，漢詩の知識や，書かれている内容を「正しく捉えるための

構造化」として整理させた上で，その構造化をもとに，作者の描いた情景を「合

理的に解釈するための構造化」として捉えさせ，「読み」が深まることを目指し

ている。このように構造化を二つに分けることによって，生徒が自分の「読み」

を可視化しながら整理し，読みの根拠を明確にした上で，より合理的な解釈を行

うことができる。このように「読み」の軌跡を残すことで，自分の「読み」を振

り返りながら学習を調整していくことができると考える。

② 「学習を調整する視点」を取り入れた「受けとめる活動」の工夫［教科論４⑴ウ］

本単元では「読み」を深めるために，〈問い〉の吟味を行うこととした。「読

むこと」においては，自分が疑問に思ったところや，分からないことを解釈しよ

うとするその瞬間にこそ読みたいという自分の意欲や学習に対する主体性が表れ

ると考える。漢詩という普段触れることのない文章を前にして，初めに自分が感

じた疑問すなわち作品への〈問い〉が生まれる。そして，「読み」を進めるごと

に修正されていく過程で，最初には気付かない（または解釈できていない）部分

に自ら答えを出そうとしていくことができる。その結果，自分自身の「読み」を

見直し，主体的に読みに向かうことができるようになると考える。

本単元では，漢詩を読み取る過程においての吟味された〈問い〉と，その読み

取った内容をもとに，口語自由詩として，他者に伝える過程により，自分の「読

み」を調整し，深めることができる。このような単元をデザインすることにより，

生徒自身が自分の吟味された〈問い〉やその答えを見直すことで，自分の「読み」

の根拠や理由がより明確になり，作品をさらに深く読みとることにつながると考

える。

③ 「主体的に学習に取り組む態度」の評価の工夫［教科論４⑵イ］

本単元では，適性に評価するために，本校国語科で，継続して取り組んでいる

「単元シート」を用いている。「単元シート」は生徒が各時間の学びを振り返り，

自分の力の高まりを自覚しやすくするという効果があり，生徒の振り返りのため

に用いてきた。しかし，生徒により振り返りの視点が異なったり，目的に添った

記録ができていなかったりするという現状もあった。そこで本単元では，最初に

立てた〈問い〉を吟味させ，変容していく〈問い〉についての記載やその授業に

おける記録の視点を教師が明確に指示し，振り返らせることとした。この工夫に

より，「単元シート」の良さである，自分の考えを自由に記述できる部分を残し

ながら，単元全体でどのように思考を変化させてきたのか生徒自身が捉えやすく

なる。また，教師側が評価する際にも，創り上げた作品と見合わせ，作品に込め

られた生徒の意図や考えを把握することができ，生徒の学習目標や学習課題に対

する取り組みの過程を，見取りやすくなると考えた。



３ 単元の目標

⑴ 現代語訳や語注などを手掛かりに作品を読むことを通して，古典に表れたものの見

方や考え方を知ることができる。 〔知識及び技能〕⑶イ

⑵ 文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結び付け，自分の考えを広

げたり深めたりすることができる。 〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃ⑴オ

⑶ 言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を生活に役立て，我が国の言語文化を大

切にして，思いや考えを伝え合おうとする。 「学びに向かう力，人間性等」

４ 単元の学習内容のつながり

第一学年 第二学年 第三学年

「今に生きる言葉」 「大阿蘇」 「見えないだけ」 「漢詩の風景」 「学びて時に之を習ふ」 「初恋」

・漢文の響き ・情景描写を ・詩を読んで理解し ・漢詩を読み，その ・ 漢文の一 ・詩について，

にふれ，漢文 通した，作者 たことや考えたこと 情景を口語自由詩と 節を引用し， 自分の考えを

の特徴を知る の思いなどを を知識や経験と結び して創作すること 今 の自分た 広げたり深め

とともにその 捉えることが つけ，自分の考えを で，漢詩の知識を生 ち と関連づ たりすること

世界に親しむ できる。 広げたり深めたりす かしながら，自分の け て考える ができる。

ことができる。 ることができる。 考えを広げたり深め こ とができ

たりすることができ る。

る。

５ 単元の評価規準

単元の評価については，以下のような姿を目指すものとする。

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

① 現代語訳や語注な ① 文章を読んで理解 ① 積極的に漢詩に表れた

評 価 どを手掛かりに作品 したことや考えたこ も の の 見 方 や 考 え 方 を

規 準 を読むことを通して， とを知識や経験と結 知 り ， 学 習 の 見 通 し を

古典に表れたものの び付け，自分の考え も っ て 自 分 の 創 る 詩 を

見方や考え方を知っ を広げたり深めたり 見 直 し な が ら ， 推 敲 し

ている。（⑶イ） している。（Ｃ⑴オ） ようとしている。

６ 指導と評価の計画

過程 主な学習活動 時間 指導に当たっての手立て 評価

１ 学習のねらいや進 ○ 「 大 阿 蘇 」 で の 学

め方をつかみ，学習 び を 振 り 返 り ， 叙 景

の見通しをもつ。 詩 は 情 景 描 写 を 通 し

２ 「春望」を読み， て ， 作 者 の 思 い を 描

疑問に思ったことか い て い る こ と を 想 起

導 ら〈問い〉を立てる。 させる。

３ 「春望」を読んで 〇 各時間の最後に〈問

最初に捉えた作者の １ い 〉 を 吟 味 し て い く

思いを考えて，口語 ことを告げる。

自由詩を創る。 〇 内 容 を 想 像 す る こ

入 ４ 漢詩という作品形 と が 難 し い 場 合 は ，

態について気付いた 詩 の 中 で 用 い ら れ て

ことをまとめる。 い る 漢 字 か ら 内 容 を

想 像 し て 書 か せ る 。

ま た ， 教 師 が 作 っ た

試作から考えさせる。



５ 「春暁」，「絶句」， ○ 語 注 を 参 考 に ， 漢 ［知識・技能］①

「黄鶴楼にて孟浩然 詩 を 訳 し ， 句 ど う し 【ワークシート】

の 広 陵 に 之 く を 送 の 関 連 性 に つ い て 考 ・ 語注等を用いたり辞書を引

る」を読み，それぞ え さ せ ， 構 造 化 さ せ いたりしながら，漢詩におけ

れの漢詩に描かれた る。（「正しく捉える る 語 句 の 意 味 を 適 切 に 理 解

情景や作者の思いを ための構造化」） し，構造図の中に取り入れて

捉える。 ○ 漢 詩 で 用 い ら れ て いるか。

い る 語 句 か ら 一 語 選 ［思考・判断・表現］①

び ， そ の 語 句 が 詩 の 【ワークシート】

展 ６ 三つの詩の読解を 中 で ど の よ う な 役 割 ・ 選んだ語句が漢詩の中でど

通して考えたことを ４ を 果 た し て い る か ， のような役割を果たしている

基に「春望」の〈問 他 の 語 句 と の 関 連 性 か，自分なりに考えて構造的

い〉を吟味する。 が 分 か る よ う に 構 造 に表せているか。

化させる。（「合理的 ［主体的に学習に取り組む態度］①

７ 「春望」について に 解 釈 す る た め の 構 【単元シート】

語注を参考に内容を 造化」） ・ 三つの漢詩を読解する中で，

捉え，自分の口語自 「春望」に対する〈問い〉を

由詩を再度創り直す。 吟味できているか。

８ クラスメイトの考 ○ 自 分 の 〈 問 い 〉 と ［思考・判断・表現］①

えた〈問い〉と作っ 似 た 〈 問 い 〉 や 異 な 【ワークシート】

た詩の一覧をタブレ る 〈 問 い 〉 の 人 を 探 ・ 漢詩から受けとめた思いや

ットで確認し，自分 さ せ ， 対 話 の 相 手 を 考えを，対話によって広げた

で対話の相手を選ん 選択させる。 り深めたりして，新たに読み

で意見を交流する。 〇 「 春 望 」 に 込 め ら 取った内容を自分の構造図に

れ た 作 者 の 思 い を 構 位置付け，口語自由詩の中で

９ 対話によって得ら 造 化 に 書 き 足 さ せ ， 自分の言葉を用いて，表現で

れ た 新 た な 気 付 き １ 口 語 自 由 詩 の 推 敲 に きているか。

や，見方・考え方を (本時 ) つなげさせる。 ［主体的に学習に取り組む態度］①

基に，自分の口語自 〇 自 分 の 作 品 を 修 正 【ワークシート】【単元シート】

開 由詩を推敲する。 す る 際 は ， 読 み 取 っ 【観察】

た 根 拠 や 理 由 を 記 入 ・ 吟味してきた〈問い〉を基

さ せ ， 修 正 箇 所 は 赤 に，主体的に他者と交流しよ

ペンで記入させる。 うとしているか。

・ 今まで学んできたことを基

に口語自由詩をよりよいもの

にするために「読み」を調整

しながら推敲しようとしてい

るか。

10 自分の口語自由詩 ○ 自 分 の 創 っ た 口 語 ［思考・判断・表現］①

を完成させる。 自 由 詩 と 漢 詩 を 比 べ 【ワークシート】

終 さ せ ， 漢 詩 の 特 徴 と ・ 口語自由詩と「春望」を比

11 単元を通して学ん 魅 力 に つ い て 考 え さ 較し，漢詩だから表現できて

だことを踏まえ，漢 １ せる。 いることについて考え，自分

詩という作品形態に の言葉で表現できているか。

末 ついて考えたことや

気付いたことをまと

める。



７ 本時の実際（６／７）

⑴ 本時の指導目標

「春望」に対する〈問い〉を参考に，それぞれが自分の言葉で表現した口語自由詩

を交流することを通して，読み取ったことを今までの学習と結び付け，自分の考えを

広げたり深めたりすることができるようにする。

⑵ 本時の評価

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

「春望」から新たに読み取った内 自分の口語自由詩をよりよくするため

十 分 満 足 で 容を自分の構造図に位置付け，読み に，対話する相手を選んで意見を交わし，

きる状況 取った内容を効果的に口語自由詩に 相手にも新たな気付きを与えている。ま

生かしたり，根拠や理由を詳しく書 た，口語自由詩を推敲する際に今までの

き込んだりしている。 学習内容を生かそうとしている。

「春望」から新たに読み取った内 自分の口語自由詩をよりよくするため

おおむね満足 容を自分の構造図に位置付け，読み に，対話する相手を選んで意見を交わし

できる状況 取った内容を口語自由詩に生かした ている。また，口語自由詩を推敲する際

り，根拠や理由を書き込んだりして に今までの学習内容を生かそうとしてい

いる。 る。

努力を要する状 おおむね満足できる状況にない生 おおむね満足できる状況にない生徒に

況とそれに対す 徒には，二つの構造化を見直させ， は，〈問い〉の内容から，自分の口語自

る生徒に対する 他者の口語自由詩における「春望」 由詩を見直す上で対話すべき相手を示唆

手立て の捉えと，自分の捉えた思いとの違 し，交流を促す。

いや共通点がどこか考えさせる。

⑵ 資質・能力についての関連図

知識及び技能 思考力，表現力，判断力等 学びに向かう力，人間性等

物事の本質を深く追究 目的に向かって知識・技能を 自分と他者の理解を深め，よ学 校 教 育 目

したり，よりよく自己を 効果的に活用し，よりよいもの りよいものをつくり上げ，豊か標 を 三 つ の

生かして協働したりする をつくり上げるための必要な力 な自尊感情並びに他者を大切に柱 で 整 理 し

ための知識・技能を身に を養う。 する深い感情を育み，社会に積た資質・能

付けるようにする。 極的に参画していく態度を養う。

本校国語科 言 葉 によ っ て物 事を捉 言葉による見方，考え方を働 「ことばの力」を大切にし，

の目標 え，他者の思いや考えなど かせ，その思いや考えに至る過 我が国の言語文化に関わり，国

を理解したり，自分の思い 程や理由，根拠まで含めて，理 語を尊重して，その能力の向上

や考えを伝えたりするため 解したり伝えたりするための思 を図る態度を養う。

の知識・技能を身に付ける 考力や想像力を養う。

ようにする。

本単元の目 現代語訳や語注などを 文章を読んで理解したことや 言葉がもつ価値に気付くとと

標 手掛かりに作品を読むこ 考えたことを知識や経験と結び もに，進んで読書をし，我が国

とを通して，古典に表れ 付け，自分の考えを広げたり深 の言語文化を大切にして，思い

たものの見方や考え方を めたりしている。 や考えを伝え合おうとする。

知ることができる。

本時の目標 「春望」に用いられている言 対話する相手を自ら選び，積

葉から，そこに込められた作者 極的に意見を交わしてその内容

の思いについて考えを深め，口 を自分の口語自由詩の推敲に役

語自由詩の中に表現している。 立てようとしている。

（教科論４⑴ア）事実を基にした

「正しく捉えるための構造化」

（教科論４⑴ウ）課題解決のための〈問い〉の吟味

（教科論４⑴イ）「言葉による見方・考え方」を基にした

「合理的に解釈するための構造化」



⑶ 目標行動

① 本時で自分がどんなところに着目して「春望」を口語自由詩として表現したか整

理し，今までの漢詩の学習をどのように生かすことができたか，単元シートに記入

することができている。例えば次のような書き込みをすることができている。（G）

・ 漢詩の学習を通して，キーワードから言葉をつなぎ，内容を解釈していくこ
とで，ある一つの言葉や文字から，題名や詩全体のつながりを見つけられるよ
うになった。

・ 漢詩の授業で行った，一つ一つの漢字に着目して読み進めることで，友達と
の交流を通して得た考えを自分の中で深めるときにも，相手がどんな言葉に着
目しているか意識することができ，言葉のつながりにより，解釈を深めるとい
う方法を学ぶことができた。

・ 漢詩という難しい文章でも読み解くことができたので，言葉である限り，疑
問（問い）や予想から言葉を関連づけることで必ずその意図を読み取れると考
えた。

② 交流を通して得られた内容を基に漢詩を見直し，新しく気付いたことを構造図に

書き込んだり，口語自由詩を推敲したりすることができる。たとえば，次のような

書き込みができる。

（構造図） ＊ の部分が新しい書き込み部分とする。 （口語自由詩） ＊太字の部分が新しい書き込み部分とする。

③ 〈問い〉を基にした交流を通して，相違点や共通点を基に作者の思いをどのよ

うに捉えているか整理し，ワークシートに記入することができる。

④ 自分の口語自由詩を見直すために，他者の立てた〈問い〉と口語自由詩を参考

にし，対話する相手を選ぶことができる。

⑤ R 本時の流れを確認し，学習の見通しをもつことができる。

⑥ R 学習課題が，「〈問い〉を基にした交流を通して自分の口語自由詩をよりよくし

よう。」であることを確認することができる。

⑦ R 前時までの学習を振り返り，学習目標が，「漢詩に描かれている作者の思いを

読み取ろう。」であることを確認することができる
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⑷ 本時の実際

時間 学 習 過 程 指 導 上 の 留 意 点 研究との関連

〈導入〉

〈学習目標〉

漢詩に描かれている作者の思いを読み取ろう。

2' 学 習 目 標 １

と学習課題， 〈学習課題〉

学 習 の 流 れ 〈問い〉を基にした交流を通して自分の口語

を確認する。 自由詩をよりよくしよう。

（⑦ R，⑥ R， 〈展開〉

⑤ R） ・ 自分の端末から，〈問い〉と口語自由詩の一覧を確 教科論

認させる。その際に，自分と似た〈問い〉や異なる〈問 「 課 題 解 決 の

い〉を立てた生徒を探させる。 ための〈問い〉

5' 他 者 の た ２ ・ 交流の際は，ワークシートのみを持って移動させ， の 吟 味 」（ ４

てた〈問い〉 〈問い〉に対する答えや，「春望」に対する捉えを理 ⑴ウ）

と 口 語 自 由 由とともに記録させる。

詩を参考に， （達成していない生徒への手立て）

交流相手を ・ 分類された〈問い〉の一覧を基に，口語自由

選ぶ。 詩を確認させ，自分の口語自由詩と比較させて

（④） 考えさせる。

・ 〈問い〉に対する答えがどんな答えになるか

思いつかない〈問い〉を立てた相手を探させる。

教科論

20' 〈 問 い 〉 ３ ・ 〈問い〉の答えを口語自由詩のどの部分に生かした 「 見 方 ・ 考 え

と 口 語 自 由 か，漢詩の中の，どのようなキーワード（漢字や語句） 方 」 を 基 に し

詩 を 基 に 交 を基に，口語自由詩を作ったかなどの視点をもって交 た 「 合 理 的 に

流 し ， そ れ 流させ，ワークシートに記録させる。 解 釈 す る た め

ぞ れ が 捉 え の構造化」（４

た 作 者 の 思 ・ 交流を通して，新たに気付いた作者の思いや解釈を ⑴イ）

い に つ い て 基に，「春望」を見直させ，気付いたことを構造図に

考える。 位置づけさせる。その際に，漢詩の中のどの部分が根

（③） 拠となるか，再度整理させ，どの部分から捉えた考え

かを明らかにさせる。

10' 「 春 望 」 ４ ・ 交流で再考したことから，自分の口語自由詩を推敲

に 描 か れ た させる。その際，変更する部分は赤字で書き直させる。

思 い を 確 認 （達成していない生徒への手立て）

し 自 分 の 詩 ・ 相手のキーワードを確認させ，そのキーワー

を見直す。 ドが自分の構造図のどこに位置づけられるか考

（②） えさせる。

〈終末〉

13' 書 き 上 が ５ ・ 数名の生徒に，自分の口語自由詩の推敲箇所となぜ 教科論

っ た 口 語 自 そのように推敲したか発表させる。その際，書き換え 単 元 シ ー ト の

由 詩 を 共 有 た理由や根拠を明確に説明させる。 活用（４⑵イ）

する。 ・ これまでの漢詩の授業をどう生かすことができたか

（①） 単元シートに記録させる。

ス タ ー ト

ゴール（Ｇ）


